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初期の処分場の調査について

１ 調査方法について

○ 平成１７年、１８年に行った処分場調査では、ボーリング調査に先行して非破壊調

査を行っているが、結果として有効な情報は得られておらず、今後計画する調査に関

しては、ボーリング調査から始めるべきものと考える。

○ 今回住民から調査要望のある初期の処分場№２～７には、水処理施設や送水施設な

ど、現在行っている環境保全対策上重要な施設が配置されており、ボーリング調査の

結果を踏まえて、さらに、掘削調査等が必要となる場合には、状況を精査した後に工

事計画を組むなどの必要がある。

２ 各処分場の調査について

各処分場毎に、現在の施設の状況や設置経緯等を整理した。

【№２処分場 （再調査・深度調査）】

○ ドラム缶の撤去工事を行った際、№１処分場の掘削深度が１２．５ｍ、№２処分

場が６．５ｍであり、№２処分場の掘削深度は比較して浅いものの、処分場調査の

際に行ったボーリング調査で６．５ｍ以深にドラム缶は存在しないと判断されてい

る。

○ 撤去工事終了後、浄化を目的とした２０号揚水井戸を設置するため、難透水層

（２３．１７ｍ）までボーリングを行っている。その際８．６ｍの地点までの廃棄

物層の存在を確認しているが、ドラム缶の存在を疑わせる状況はなかった。

○ №２処分場と考えられる範囲を超えて西側にドラム缶が埋め立てられていたが、

更に西側については、位置的には№４、№５処分場となる。

【№３、４、５、６処分場】

○ 遮水工（シート）が敷設されていることを示す写真が残されているが、現状浸出

水を排除する構造になっておらず、汚水が浄化されずに保有されている可能性があ

る。

○ ボーリング調査を行う場合には、遮水工（シート）を棄損する可能性があること

から慎重な掘削が必要となる。

【№７処分場】

○ この処分場は、液状物を処理できる大型の焼却炉（流動床炉）が完成した後に稼

働を開始しており、液状物が封入された形でのドラム缶の存在する可能性は、極め

て少ないと考えられる。

○ 遮水工（シート）が敷設された処分場であり、現状、高濃度の ， －ジオキサ1 4

ンを含む浸出水が排出されている。ボーリング調査によりシートを棄損した場合に

は、現在、有効に機能している汚水の集水システムに影響を与えると考えられる。

施　設 設　置　者 届出年月日 使用期間 埋立面積（㎡）
埋立容量（ｍ

３

）
備　考

No.１ 福田雅男 S55.5.19 S55.9～S60.5 4,824 23,700

掘削

調査済

No.２ 福田雅男 S55.10.17 S56.7～S60.5 2,250 13,692

掘削

調査済

No.３ 福田雅男 S60.5.15 S56.1～S60.8 3,000 28,000

No.４ 福田雅男 S60.5.15 S59.10～S60.8 3,500 50,000

No.５ 福田雅男 S60.5.15 S60.7～H5.7 6,000 126,000

No.６ (有)福田興業 － S61.10～ 1,000㎡未満 －

届出

対象外

No.７ (有)能代産廃ｾﾝﾀｰ S62.4.14 S62.5～H5.7 8,412 168,000

No.８ (有)能代産廃ｾﾝﾀｰ H1.2.1 H1.8～H5.9 7,400 108,220

No.９ (有)能代産廃ｾﾝﾀｰ H1.2.1 H1.8～H10.12 6,810 50,100 安定型

No.10

(有)福田興業

(有)能代産廃ｾﾝﾀｰ

H1.2.1 H1.8～H7.7 11,290 141,160

No.11 (有)能代産廃ｾﾝﾀｰ

H7.6.26

（許可年月日）

H7.12～H10.12 12,650 143,120
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　　　　　　　　【№１、２処分場のボーリング調査】

6.0m～6.15mにドラム缶と

思われる金属片あり。

12.4m付近に金属片あり。

11.5～12.4ｍはドラム缶の

中と思われる。

Ｎｏ．２処分場の埋立状況（報告書抜粋）Ｎｏ．２処分場の埋立状況（報告書抜粋）Ｎｏ．２処分場の埋立状況（報告書抜粋）Ｎｏ．２処分場の埋立状況（報告書抜粋）

．．．深さ６．５ｍ以深については、掘削調査

時の目視やボーリング調査結果から、ドラム

缶が埋め立てられていないと考えられる。
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